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議
会

市
議
会
11
月
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

令
和
２
年
度
の
８
回
目
の
補
正
で
、

20
億
１
３
０
５
万
３
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
２
９
１
億
４
１
０
１

万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
で
は
、
相
良
地
区
防

災
拠
点
整
備
に
係
る
分
担
金
お
よ
び
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
、
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
▼
牧
之
原
市
分
担
金
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
相
良

地
区
放
射
線
防
護
施
設
等
造
成
工
事
の

請
負
契
約
▼
牧
之
原
市
立
小
中
学
校
情

報
機
器
の
売
買
契
約
―
に
つ
い
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会　

月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

令
和
２
年
度
の
９
回
目
の
補
正
で
、

１
億
１
９
６
２
万
７
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
２
９
０
億
２
１
３
８

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
で
は
、
現
在
整
備
中

の
図
書
交
流
館
「
い
こ
っ
と
」
な
ど
へ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
や
、
回
復
傾
向
に
あ
る
、
ふ
る

11
月
12
日
お
よ
び
11
月
26
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
11
月
臨
時
会
・
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

瀧
口
恵　

☎
（
23
）
０
０
５
０

さ
と
納
税
推
進
事
業
費
の
ほ
か
、
▼
単

独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
設
置

替
え
の
補
助
制
度
の
拡
充
に
よ
る
浄
化

槽
推
進
費
の
増
額
▼
令
和
元
年
度
事
業

に
係
る
生
活
保
護
費
な
ど
の
国
県
支
出

金
の
精
算
金
▼
組
合
負
担
割
合
変
更
な

ど
に
よ
る
吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設

組
合
負
担
金
の
減
額
▼
法
人
市
民
税
の

還
付
金
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
の

執
行
見
込
み
か
ら
生
じ
る
不
要
額
を
財

政
調
整
基
金
に
繰
り
戻
す
こ
と
―
に
つ

い
て
、
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第　

号
）

　

令
和
２
年
度
の
10
回
目
の
補
正
で
、

２
５
６
２
万
６
千
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
を
２
９
０
億
４
７
０
１
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
施
設
な
ど
の
新
規
入
所
者
な
ど
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
助
成
や
、
感
染
防

止
の
た
め
史
料
館
を
は
じ
め
と
し
た
各

施
設
の
空
調
設
備
の
改
修
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「RIDE ON M
AKINOH

ARA

デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
」
な
ど
に
つ
い

て
、
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
食
生
活
改

善
に
活
躍
し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、
牧
之
原
市
健

康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議
会
（
川か

わ

田た

雅ま
さ

代よ

会
長
・
81
人
所
属
）
が
厚
生
労
働

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
高
円
宮
妃
久
子

さ
ま
が
ご
臨
席
さ
れ
る
全
国
食
生
活
改

善
大
会
で
の
表
彰
式
の
開
催
が
見
合
わ

せ
と
な
り
、
１
月
４
日
に
市
役
所
榛
原

庁
舎
で
表
彰
状
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
川
田
会
長
、
吉よ

し

田だ

和か
ず

子こ

副
会
長
、
加か

藤と
う

和か
ず

子こ

前
会
長
が
出

席
し
、
川
田
会
長
が
杉
本
市
長
か
ら
表

彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、
市
食
育
推
進
計
画
に
基

牧
之
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議
会

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

大
岩
仁
美　

☎
（
23
）
０
０
２
４

牧
之
原
市
立
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

牧
之
原
市
立
相
良
図
書
館
を
移
転
し
、

新
た
に
牧
之
原
市
立
図
書
交
流
館
を
設

置
す
る
た
め
の
条
例
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
▼
牧
之
原
市
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
▼
牧
之
原
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
牧
之
原
市
議
会
議
員
及
び
牧
之
原
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動

車
の
使
用
等
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
牧
之
原

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
▼
牧
之
原
市
保
育
所
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
牧
之
原
市

中
小
企
業
金
融
支
援
基
金
条
例
の
制
定

▼
牧
之
原
市
さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
吉
田

町
牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
▼
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
▼
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
▼
土
地
取
得
特
別
会
計

補
正
予
算
―
な
ど
に
つ
い
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
地
震
の
発

生
と
大
津
波
警
報
の
発
表
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
を
十
分
に
行
い
、
各
自
治
会
の
訓
練

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
で
の
確
認
事
項

　

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
と
避
難
経
路

●
避
難
場
所
ま
で
の
所
要
時
間

●
津
波
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
危

　

険
箇
所
な
ど

●
夜
間
に
お
け
る
危
険
箇
所

●
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
出
品

●
家
族
の
安
否
確
認
伝
達
方
法　

な
ど

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
送
信
を
行
い
ま
す

　

地
震
発
生
・
津
波
襲
来
を
想
定
し
た

同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
、
情
報

伝
達
訓
練
と
し
て
、
携
帯
電
話
へ
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル
の
一
斉
送
信
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

端
末
の
設
定
に
よ
っ
て
は
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
設
定
中
で
も
音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
地
震
だ
、
津
波
だ
、
す
ぐ
避
難
！　

〜
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
高
く
〜

牧
之
原
市
地
震
・
津
波
夜
間
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

防
災
課　

増
田
真
也　

☎
（
23
）
０
０
５
６

３月10日水　午後７時30分 同報無線で訓練事前広報を放送

３月11日木　午後６時30分 同報無線で訓練実施（中止）のお知らせ

午後７時○○分（＊１） 「訓練」地震発生・訓練開始「サイレン吹鳴」

午後７時○○分（＊２） 「訓練」大津波警報
同報無線と緊急速報メール配信で訓練警報発表のお知らせ

午後８時15分ごろ 同報無線で訓練終了のお知らせ

（＊１・２）　地震発生および大津波警報発表の時間は、午後７時～午後７時30分までの間

［地震・津波夜間避難訓練］　　３月11日木　午後７時～午後８時15分ごろ

11

づ
き
、
共き

ょ
う

食し
ょ
く

や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
減
塩

な
ど
、
年
代
に
見
合
っ
た
望
ま
し
い
食

生
活
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
離
乳
食
教
室
や
婦
人
科

検
診
に
お
い
て
、
市
の
健
康
課
題
で
あ

る
高
血
圧
・
糖
尿
病
予
備
群
を
減
ら
す

献
立
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

小
学
校
や
公
民
館
な
ど
で
の
調
理
実
習

活
動
な
ど
、
市
や
他
団
体
の
各
種
事
業

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

川
田
会
長
は
「
合
併
後
の
16
年
間
の

活
動
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
い
が
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
継
続
は
力
』

で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

杉本市長（左）から表彰状を伝達

写真左から、吉田副会長、川田会長、加藤前会長

＊新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって、中止となる場合があります。

10

牧之原市LINE公式アカウントがリニューアル

◀友だち追加はこちらから

興味のあるジャンルの情報だけを受け取
ることができる「セグメント配信」機能、
道路のへこみなどを写真や位置情報で通
報できる「市民レポート」機能、チャッ
ト形式で知りたい情報まで誘導してくれ
る「しらべる」機能など、機能が大幅に
追加。ぜひ友だち追加してください。

ホーム画面で「牧之原市」で検索
または

問い合わせ　情報交流課　大石昌秀・森怜也　☎㉓0040
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表
彰
ふ
じ
の
く
に
未
来
を
ひ
ら
く
農
林
漁
業
奨
励
賞

市
内
の
農
業
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課　

浅
井
大
典　

☎
（
53
）
２
６
１
８

歴
史
シ
リ
ー
ズ
連
載
「
感
染
症
の
郷
土
史
」
④

病
ん
で
泣
く
よ
り
豫よ

防ぼ
う

で
笑
え
！

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

長
谷
川
倫
和　

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

表
題
の
「
病
ん
で
泣
く
よ
り
豫
防
で
笑

え
！
」
は
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
８
月

１
日
発
行
の
『
勝
間
田
村
報
』
第
３
号
に
掲

げ
ら
れ
た
衛
生
標
語
で
す
。
戦
後
ま
も
な
い

昭
和
20
年
代
の
自
治
体
広
報
紙
に
は
、
こ
う

し
た
感
染
症
に
対
す
る
啓
発
や
注
意
喚
起
が

多
く
見
ら
れ
、
衛
生
意
識
の
向
上
が
大
き
な

課
題
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

で
は
、
当
時
の
衛
生
意
識
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

同
じ
く
第
３
号
に
は
、
当
時
の
保
健
師
が
家

庭
訪
問
の
途
中
で
「
溝
の
水
を
す
く
つ
て
呑

ん
で
い
た
子
」
や
「
丸
裸
で
遊
ん
で
い
た
子
」、

「
土
だ
ら
け
の
手
で
キ
ャ
ン
デ
ー
を
食
べ
て
い

た
子
」
を
見
た
と
し
、
赤せ

き

痢り

（
＊
１
）
患
者

が
増
え
る
な
か
で
、
子
ど
も
の
行
動
に
注
意

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
現
代
で
は

ま
ず
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
当
た
り

前
の
光
景
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、保
健
師
は
「
目

の
前
の
一
匹
の
蝿ハ

エ

を
殺
す
事
」「
生
水
、
生
食
、

　

経
営
発
展
を
目
指
し
た
先
進
的

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
今
後
、
地

域
や
県
内
の
農
林
漁
業
者
の
模
範

と
な
り
う
る
個
人
ま
た
は
団
体
を

県
が
奨
励
す
る
「
ふ
じ
の
く
に
未

来
を
ひ
ら
く
農
林
漁
業
奨
励
賞
」

で
、
株
式
会
社
お
や
さ
い
（
杉す

ぎ

山や
ま

孔よ
し

将ま
さ

代
表
取
締
役
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

株
式
会
社
お
や
さ
い
は
、
青
ネ

ギ
な
ど
の
露
地
野
菜
を
12
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
規
模
で
生
産
し
、
安
定

し
た
品
質
と
出
荷
量
の
確
保
に
よ

る
販
路
開
拓
を
行
っ
て
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同

社
は
、
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
新
規
就
農
希
望
者
の
独

立
支
援
や
、
カ
ッ
ト
野
菜
の
加
工

販
売
な
ど
、
多
角
経
営
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

杉
山
代
表
取
締
役
は
「
受
賞
は

大
変
あ
り
が
た
く
、
社
員
一
同
励

み
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
牧

之
原
市
の
企
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
農
業
の
形
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

追
求
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

暴
食
を
せ
ぬ
事
」「
外
出
後
、
用
便
後
手
洗
い

を
す
る
事
」「
お
腹
を
冷
さ
ぬ
事　

殊
に
寝
冷

に
注
意
」「
川
水
で
食
器
や
食
物
を
洗
わ
ぬ
事
」

の
５
つ
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
小
さ
な
注
意
で

予
防
が
で
き
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
発
行
の
第
４
号
で
は
、

日
本
脳
炎
（
＊
２
）
の
予
防
と
し
て
蚊
の
駆

除
が
推
奨
さ
れ
、
村
内
に
す
で
に
１
人
の
感

染
者
が
出
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
溝
や
防
火
用
水
、
水
た
ま
り
な
ど
家

の
ま
わ
り
の
清
掃
を
行
っ
て
、「
日
本
脳
炎
を

豫
防
し
ま
し
ょ
う
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
は
、
衛
生
意
識

の
向
上
や
生
活
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
、
症

例
自
体
が
非
常
に
珍
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

人
類
と
感
染
症
と
の
闘
い
に
は
、
治
療
薬
や

ワ
ク
チ
ン
開
発
な
ど
医
学
の
発
展
だ
け
で
な

く
、
日
常
生
活
で
の
予
防
と
い
う
考
え
方
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

『勝間田村報』第３号
（市史料館所蔵）

＊１　赤痢（細菌性赤痢）
赤痢菌を病原体とする腸管感染
症で、下痢や発熱、腹痛などを
発症し、重症化すると血液や膿

うみ
、

粘液が交じった便が出る。
＊２　日本脳炎
日本脳炎ウイルスを原因とする
感染症で、特定の蚊を媒体とし
て感染する。発熱、頭痛、悪

お
心
しん
、

おう吐、めまいなどのほか、意
識障害やまひなどの神経系の障
害を引き起こす。発症率こそ低
いものの、子どもや高齢者が発
症すれば、高い確率で死亡もし
くは後遺症が残るとされる。

賞状を手にする株式会社おやさいの皆さん

「ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞」の賞状

相
談

　

キ
ャ
リ
ア
決
済
と
は
、
携
帯
電
話
会

社
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
・
暗
証
番

号
な
ど
に
よ
る
認
証
で
商
品
を
購
入
し
、

そ
の
代
金
を
月
々
の
携
帯
電
話
の
利
用

料
金
と
合
算
し
て
支
払
う
決
済
方
法
で

す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
キ
ャ
リ

ア
決
済
の
機
能
を
停
止
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

事
例
１

①
実
在
す
る
宅
配
事
業
者
を
か
た
る

　

メ
ー
ル
が
届
き
、
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ

　

Ｌ
を
タ
ッ
プ
し
て
開
い
た
サ
イ
ト
で
、

　

キ
ャ
リ
ア
決
済
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
や
パ

　

ス
ワ
ー
ド
、
暗
証
番
号
、
携
帯
電
話

　

番
号
を
入
力
し
た
。
そ
の
サ
イ
ト
は

　

偽
サ
イ
ト
で
あ
り
、
詐
欺
業
者
に
通

　

販
サ
イ
ト
で
不
正
に
使
わ
れ
て
し

　

ま
っ
た
。

②
実
在
す
る
通
信
販
売
業
者
を
か
た
る

　

Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
き
、
何
か
の
ア
プ
リ
を

　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
。
後
日
、
友
人

　

か
ら
「
変
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
」
と

　

連
絡
が
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

　

乗
っ
取
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
。
高
額

　

な
利
用
料
金
の
請
求
を
受
け
た
。

﹇
ア
ド
バ
イ
ス
﹈

　

キ
ャ
リ
ア
決
済
は
、
契
約
者
が
行
っ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
料
金
を
請
求
さ

れ
ま
す
が
、
故
意
で
な
い
こ
と
や
重
大

キ
ャ
リ
ア
決
済
が
関
係
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

粂
田
義
明　

☎
（
23
）
０
０
８
８

森
林
づ
く
り
県
民
税
と
は

　

県
は
、
荒
廃
し
た
森
林
を
再
生
し
、

山
地
災
害
の
防
止
や
水
源
か
ん
養
な
ど

の
「
森
の
力
」
を
回
復
す
る
た
め
、
平

成
18
年
度
か
ら
、県
民
の
皆
さ
ま
に
「
森

林
づ
く
り
県
民
税
」
を
ご
負
担
い
た
だ

き
、「
森
の
力
再
生
事
業
」
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

事
業
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
約
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒

税
金
森
の
恵
み
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に

森も

林り

づ
く
り
県
民
税
の
課
税
期
間
を
延
長
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

▼
静
岡
県
税
務
課　

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
３
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
静
岡
県
志
太
榛
原
農
林
事
務
所

　

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
２
４
３

な
過
失
な
ど
が
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
不
正
利
用
の
保
障
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。

　

②
で
は
、
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
機
内
モ
ー
ド
に
し
、

ア
プ
リ
を
削
除
し
て
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
公
式
サ
イ

ト
以
外
か
ら
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
２

　
「
ア
カ
ウ
ン
ト
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
」

「
未
納
料
金
が
あ
る
」「
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
の
確
認
・
更
新
依
頼
」
な

ど
の
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
銀
行
や
携
帯

電
話
会
社
、
通
販
会
社
を
名
乗
る
と
こ

ろ
か
ら
届
き
、
慌
て
て
個
人
情
報
を
入

力
し
て
し
ま
っ
た
。

﹇
ア
ド
バ
イ
ス
﹈

　

銀
行
や
携
帯
電
話
会
社
、
通
販
会
社

は
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
顧
客
に
料

金
の
督
促
や
個
人
情
報
・
ア
カ
ウ
ン
ト

情
報
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
な
ど
の
入
力

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無

視
し
て
削
除
し
ま
し
ょ
う
。
入
力
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
、
履
歴
の
確
認
や
キ
ャ

ン
セ
ル
の
ほ
か
、
パ
ス
ワ
ー
ド
や
番
号

を
変
更
し
ま
し
ょ
う
。

廃
森
林
の
整
備
を
行
い
、「
森
の
力
」
は

着
実
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令

和
元
年
度
の
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
の

創
設
後
は
、
市
町
に
よ
る
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
森
林
整
備
が
始
ま
り
、
県
と

市
町
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
た
上
で
、
連
携
・
協
力
し
な
が
ら

森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
各
地
で
の
集
中
豪
雨
の
頻

発
に
よ
り
山
地
災
害
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
お
り
、
残
り
の
荒
廃
森
林
の
整

備
を
速
や
か
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
和

3
年
度
以
降
も
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

と
し
、
森
林
づ
く
り
県
民
税
の
課
税
期

間
を
5
年
間
延
長
し
、
令
和
7
年
度
ま

で
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

森
林
づ
く
り
県
民
税
は
、
次
の
通
り

県
民
税
均
等
割
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
個
人
＝
年
額
４
０
０
円

▼
法
人
＝
均
等
割
額
の
5
％
（
千
円
〜

　

４
万
円
）

　

荒
廃
森
林
を
再
生
し
、
森
の
恵
み
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
引
き
続
き

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。


